
学大 ワーパパ

　市は、大学との連携・
協働により魅力あるまち
づくりを進める「カレッ
ジタウン西宮」構想を推
進しています。
　大学は学びの場として
だけでなく、魅力あるま
ちづくりを進めていくう
えで貴重な資源と考えて

　
昨
年
、
西
宮
市
大
学
交
流
協
議

会
内
に
大
学
連
携
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
「
Ｎ
Ｃ
Ｐ
」（N

ishi

　西宮市は10の大学・短期大学を有する〝大
学・学生のまち〟です。市は、平成13年にア
クタ西宮東館内に西宮市大学交流センターを開
設し、これらの大学などで構成する西宮市大学
交流協議会とともに、「大学間の交流」「大学と
地域社会・市民との交流」を進めてきました。
このたび開設10周年を迎え、なお一層大学と
連携を深め、学生の力を生かした魅力あるまち
づくりに取り組みます。
　問合せは西宮市大学交流センター（0798・
69・3155…月曜休み）へ。
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開
催
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ま
す
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「
大
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し
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ま
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づ
く

り
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づ
く
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レ
ッ
ジ
タ
ウ
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地
域
と
連
携
し
た
大
学
独
自
の

取
り
組
み
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
　
関
西
学
院
大
学
で
は
、
学
生
が

地
域
住
民
と
と
も
に
地
域
の
景
観

形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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大

学
が
地
域
を
教
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の
フ
ィ
ー
ル
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と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
特
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あ
る
実
践
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き
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と
も
に
、
学
生
が
地
域
に
関
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も
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　
留
学
生
が
参
加
す
る
国
際
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画
を
は
じ
め
、

７
月
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
と
し
て
、
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生
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０
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。

　
Ｎ
Ｃ
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は
、
市
内
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大
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１０

０
０
人
以
上
か
ら
集
め
た
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
東
北
大
学
学
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ボ
ラ

上
健
治
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

や
、
Ｎ
Ｃ
Ｐ
の
学
生
も
参
加
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
事

例
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
ぜ
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　２８
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河野昌弘市長

カレッジタウンのさらなる推進

市
立
西
宮
が

初
　
出
　
場

　
市
立
西
宮
高
校
が
、
兵
庫
県
高
等

学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
優
勝

し
、
　
月
　
日
に
開
幕
す
る
「
全
国

１２

３０

高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」

に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
初
戦
と
な
る
２
回
戦
は
来
年
１
月

２
日
に
行
わ
れ
、
山
梨
学
院
大
学
附

属
高
校
と
対
戦
し
ま
す
。

　
市
立
西
宮
高
校
で
は
、
今
年
度
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
「
科
学

の
甲
子
園
」
で
も
全
国
大
会
出
場
を

果
た
す
な
ど
、
文
武
に
わ
た
る
活
躍

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
市
立
西
宮
高
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（
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９
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・
７
４
・
６
７
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１
）
へ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
高
度
な
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
年
間
　１２

回
に
わ
た
っ
て
「
イ
ン
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
西
宮
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
市
民
を
対
象
に
、
各
大
学

の
教
員
が
歴
史
や
心
理
学
な
ど
多

彩
な
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
市
内
の
大
学
・
短

期
大
学
に
通
う
学
生
が
大
学
の
枠

を
超
え
て
学
び
、
単
位
を
取
得
で

き
る
「
共
通
単
位
講
座
」（
単
位
互

換
履
修
制
度
）
に
、
昨
年
か
ら
市

民
聴
講
枠
を
設
け
、
市
民
と
大
学

と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【配布についての問合せ】西宮市シルバー人材
センター（0120・72・4833…午前９時～午
後５時。年末は３０日まで、年始は４日から受付）

次号は１月１日号（配布は12月29・30日）

います。学生のエネルギーと感性をまち
づくりに役立てていくことは、地域の活
性化につながるとともに、学生にとって
は実社会を舞台とした貴重な経験と知識
が得られる場となります。
　今後も大学交流センターを拠点に、大
学と市民・地域・産業界との連携を一層
深め、全国に誇れる個性豊かなカレッジ
タウンの創造に努めていきます。

　
武
庫
川
女
子
大
学
で
は
、
地
域

の
社
会
福
祉
機
関
や
医
療
機
関
、

企
業
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
の
栄

養
状
態
の
改
善
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
高
齢
者
と

交
流
を
も
つ
こ
と
は
、
学
生
に
と

っ
て
も
貴
重
な
経
験
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
大
学
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
連
携
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ン
テ
ィ
ア
組
織
に
託
し
、
　
月
に

１１

は
河
野
昌
弘
市
長
と
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
学
生
の
若
い
力
を
地

域
課
題
の
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
市
は
学
生
た
ち

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。

短
期
大
学
か
ら
推
薦
さ
れ
た

学
生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

大
学
生
の
立
場
か
ら
市
の
事

業
へ
の
提
案
や
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
深
め

る
武
庫
川
女
子
大
学
の
学
生

西宮から被災地に思いを届
けました

市内大学・短期大学の特色ある授業
を展開する「インターカレッジ西宮」

全国大会に出場する市立西宮高校サッカー部の
皆さん。全力プレーで全国の強豪に挑みます

ＮＣＰの会議で意見を出し合う学生たち

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

市長からのメッセージ


